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１．研究計画の概要 

本研究では、人事制度の変更や実際に行わ
れる評価、報酬、昇進等の処遇結果が従業員
の人事および処遇体系に関する認識や、その
認識に基づいた行動にどのような変化をも
たらすかを人事経済学の視点から検証する。
特に、4 年間を通じて人事マイクロデータと
従業員アンケートをマッチングさせた突合
パネルデータを作り上げ、それを分析するこ
とを中核的な作業として進める。したがって、
単に賃金関数を推定したり、満足度を因子分
析するだけでなく、従業員属性や処遇等のデ
ータを使い従業員の行動を分析することで、
これまで行われていない研究を進める。 
 
２．研究の進捗状況 

人事マイクロデータと従業員アンケート
をマッチングさせた突合データの作成は、企
業の協力を得て順調に進んでおり、23 年度も
すでに計画が確定し 6 月に実施される。今年
度末には、4 年間のパネルデータが完成する
予定である。 
 データがすでに入手されているものは、論
文として完成した。たとえば、「評価・賃金・
仕事が労働意欲に与える影響－人事マイク
ロデータとアンケート調査による分析」（柿
沢、梅崎）は、すでに雑誌に掲載されている。
また、「技能形成の計量分析―ISOデータと人
事マイクロデータを用いて」（井川、中嶋）、
「人事制度改定と従業員意識の変化」（井川）
なども学会で報告された。 

また、｢両立支援制度｣および｢均等待遇｣に
関する分析もいくつかの研究が進んでいる。
特に、“Transitions to full-time work for 
female workers in Japan”（岸）は、学会で
も報告された。また、現在、他の全国調査の

個票を入手し、分析が薦められているととも
に、先述の企業内パネルデータを用い、女性
の処遇と満足度の間のパラドックスを分析
する研究も新たに始まった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 人事マイクロデータと従業員アンケート
の突合パネルデータの作成は全く問題がな
い。また、その結果も企業だけでなく、各管
理職にフィードバックできる体制を整えて
きた。さらに、技能形成の指標として ISO デ
ータを入手するなど、当初は予想しなかった
データの入手も可能となった。また、研究成
果としては、現在執筆中のものを入れると 10
本近い論文を作成できた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成 23 年度は、さらにパネルの期間を延

ばすことと、今後も継続して調査協力が可能
となる体制を整える。 
一方、現在進捗中の分析を終了し、これま

でに完成した論文等と併せて、研究成果をま
とめる。また、過去に入手した企業内マイク
ロデータも利用し、これまでの研究成果の一
般性を検証する作業も進める。 
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